
 

2026年 10月 13日 

 

昨今、企業への不正アクセスによる個人情報の流出が相次ぎ、運転免許証など本人確認書類の画像情

報が流出する事案も発生しています。こうした情報が第三者に悪用され、なりすましによる不正契約や

口座開設などにつながるリスクが懸念されています。 

こうした状況を受け、金融庁は 2026年 10月 9日、金融機関等に対し、サイバーセキュリティ対策

の強化と本人確認手続きの徹底を求める注意喚起※を行いました。 

 今回の注意喚起では、2027年 4月 1日に施行される非対面での本人確認方法の見直しに触れ、従来

の本人確認書類の画像送信による方法から、IC チップ情報の読み取りを原則とする方法への移行につ

いて、施行日を待たず「可及的速やかな対応」を図るよう求めています。 

本人確認書類の偽造・改ざんやなりすましへの対策が、急務となっています。 

 

※出典：金融庁「現下の情勢を踏まえたサイバーセキュリティ対策の強化と各種取引申込等における対応に

ついて」 

 

■その本人確認書類は本物ですか 

私たちは、病院の窓口や銀行口座の開設、携帯電話や不動産の契約など、日常生活のさまざまな場面

で本人確認が求められます。しかし、本人確認書類に記載された氏名や住所を確認することと、その書

類が真正なものであると確かめることは同じではありません。 

では、提示された運転免許証が本物であることを、どのように確かめているのでしょうか。 

当社は先般、個人情報流出後の悪用を防ぐ『第二の防波堤』として、本人確認の重要性について発信し

ました。今回は、その信頼性を支える ICチップの技術に焦点を当てます。 

金融庁が本人確認の早期見直しを要請 

相次ぐ個人情報流出、ICチップ活用で高まる本人確認の信頼性 
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■その本人確認書類、本物だとどう確かめる？ 

これまで、対面での本人確認では、運転免許証やマイナンバーカードなどの券面に記載された情報を

目視で確認する方法が広く利用されてきました。しかし、本人確認書類の偽造や第三者によるなりすま

しなどの犯罪が増加するなか、外見だけでは書類の真正性を判断することが難しくなっています。 

  

 こうした背景から、本人確認の方法は、目視に加えて ICチップに記録された情報を活用する方向へ

と変化しています。2027年 4月 1日からは、犯罪収益移転防止法に基づく対面での本人確認方法が見

直され、対象となる写真付き本人確認書類について ICチップ情報の読み取りを原則とする方法へ移行

します※。 

今回の金融庁による注意喚起は非対面での本人確認を中心としたものですが、本人確認書類の偽造・

改ざんやなりすましへの対策は、対面取引においても重要です。制度改正を見据え、IC チップを活用

した本人確認への対応を進めることが求められます。 

※出典：警察庁「犯罪収益移転防止法施行規則の改正による本人確認方法の見直し」 

 

■多様な本人確認書類に対応する IC チップ読み取り技術 

本人確認に使用される書類は、マイナンバーカードだけではありません。運転免許証やパスポート、

在留カードなど、利用者の属性や取引の目的によってさまざまな書類が使用されています。 

  

 これらの書類には ICチップが搭載されており、書類の種類に応じて、氏名や生年月日、顔写真など

の情報を読み取ることができます。また、対応する書類や読み取り方式によっては、電子署名等を用い

た情報の真正性検証も可能です。 

こうした技術は、券面の目視確認を補完し、偽造・改ざんやなりすましへの対策を強化するうえで重

要な役割を果たします。 

https://www.npa.go.jp/sosikihanzai/jafic/nenzihokoku/data/jafic_2025.pdf


■本人確認の信頼性を支えるフライトソリューションズの技術 

当社では、本人確認書類の ICチップ情報を活用した本人確認ソリューション「myVerifist（マイ・ベ

リフィスト）」を提供しています。 

 myVerifistは、マイナンバーカードをはじめ、運転免許証、パスポート、在留カードなど、多様な本

人確認書類の IC チップ情報の読み取りに対応しています。券面の目視確認に加えて IC チップに記録

された情報を活用することで、対面本人確認の信頼性向上を支援します。 

現在は、本人確認を必要とする事業者の利用環境や目的に応じた導入を可能にするため、対応機器の

拡充や機能の高度化にも取り組んでいます。 

詳細：本人確認ソリューション「myVerifist」 

 

■Flight Solutions View ― 本人確認に、確かな裏付けを 

個人情報の流出リスクが高まるなか、本人確認に求められる役割も変化しています。重要なのは、提

示された情報が一致しているかだけでなく、その情報や本人確認書類が信頼できるものかを確かめる

ことです。  

 本人確認は、企業が不正利用を防ぐための手続きであると同時に、第三者によるなりすましから利用

者自身のアイデンティティを守る仕組みでもあります。 

 フライトソリューションズは、技術によって本人確認の信頼性を高め、企業と利用者の双方が安心し

て取引できる社会を支えていきたいと考えています。 

 

◆ 本件に関するお問い合わせ ◆ 
 
株式会社フライトソリューションズ 

担当： 松本 隆男 / 金（こん） 浩樹 
電話： 03-3440-6100 e-mail： info@flight.co.jp 
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